
調査場所：双葉郡浪江町大字棚塩字狐塚

調査面積：2,380㎡

調査期間：令和元年５月28日～

　　　　　令和元年９月30日（予定）

調査主体：福島県教育委員会

調査機関：公益財団法人福島県文化振興財団

鹿屋敷遺跡　現地説明会資料発見された遺構と遺物

このほかに、 鍛冶関連の鉄滓や金床石もみつかり、 時代 ・ 性格は不明ですが、 内側

に１×１間の掘立柱建物跡を持つ隅丸方形状に溝が巡る遺構（２号性格不明遺構）もみつ

かりました。

昨年度の調査成果も加味すると、 古墳時代前期の集落跡が調査範囲の北側を中心に

形成され、 古墳時代終末期の集落が中央にやや空間を持ちながら全体に広がっていたこ

とが判りました。 また、 昨年度はみつからなかった奈良時代の竪穴住居跡がみつかった

ことも今回の調査の大きな成果といえます。

昨年度の調査では弥生時代中期（約2,000年前）の竪穴住居跡が

１軒見つかりました。 今年度はスプーン状土製品が出土しました。

縄文時代早期末（約7,000年前）の土器や石器が出土しました。当時の人々が、

海や川に近いこの丘陵上に住み、 狩猟を行っていたことが想定されます。

今年度の調査で、 古墳時代前期（約1,700年前）の竪穴住居跡が17軒みつかり

ました。 昨年度分も合わせると28軒になります。 平面形は一辺約３～６ｍの正方

形のもので、 住居の床面には中央付近に炉、 主に南東隅に貯蔵穴があります。

36 ・ 56号住居跡は焼土や炭化材が多くみつかったことから、 焼失住

居と考えられます。 また、 37号住居跡からは長さ１㎝の勾玉がみつ

かり、 49号住居跡からは多くの土師器がまとまってみつかりました。

今年度の調査で、 古墳時代終末期（約1,400年前）の竪穴住居跡が４軒みつかり

ました。 昨年度分も合わせると26軒になります。 平面形は一辺約３～５ｍの正方

形で、 東壁あるいは北壁にカマドがあります。 39号住居跡は焼土や炭化材が多く

みつかったことから、 焼失住居と考えられます。 また、 54号住居跡

のカマド脇からは須恵器と土師器が入れ子の状態でみつかりました。

奈良時代（約1,300年前）の竪穴住居跡が３軒みつかりました。 平面形は一辺約

３ｍの正方形で、 東壁にカマドがあります。 45号住居跡は焼土

や炭化材が多く出土したことから焼失住居と考えられ、 この45

号住居跡からは底面に墨で文字が書かれた須恵器、 58号住居

跡からは底面に「千」と刻まれた土師器がみつかりました。
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令和元年９月21日（土）

午後１時00分～

周辺の主な遺跡

福島県教育委員会では、 県道広野小高線整備事業に伴う鹿屋敷遺跡の

発掘調査を昨年度に引き続き実施しています。 県道広野小高線は浜通り

地方を南北に通る常磐自動車道、 国道６号と並んで海岸部の重要な南北軸として整備が

進められています。

鹿屋敷遺跡は、ＪＲ常磐線浪江駅の北東約3.5㎞の河岸段丘上に所在する広大な遺跡

です。 これまでに、 浪江町教育委員会により発掘調査が４度実施され、 古墳時代を中心

とする集落跡がみつかっています。 本遺跡が立地する丘陵の南辺には狐塚古墳群 ・ 安養

院古墳群 ・ 堂ノ森古墳が所在し、 西方約2.2㎞には県指定史跡本屋敷古墳群、 北西約

1.6㎞には北中谷地遺跡など本遺跡と同時期の古墳や集落跡が分布しています。

今回の発掘調査では、 昨年度に見つかった古墳時代の集落跡の続きと、 新たに奈良

時代の集落跡がみつかりました。
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昨年度の調査では、 弥生時代 ・ 古墳時代 ・ 平

安時代の竪穴住居跡38軒などがみつかり、 今年

度の調査では古墳時代 ・ 奈良時代の竪穴住居跡24軒、 土坑12基、 掘立柱建物跡1棟、

性格不明遺構1基などの遺構と、 縄文時代 ・ 弥生時代 ・ 古墳時代 ・ 奈良時代の遺物が

みつかりました。

たてあなじゅうきょあと

ど　こう

まがたま

きつねづか

もと　や　しき

きたなか　や　 ち

あんよう

いん どう の もり

は　 じ　 き

す　 え　 き

か　 じ てっ さい かな とこ いし

ほったてばしらたてものあと

しか　　 や　　 しき



ＳＩ31

ＳＩ23A・B

ＳＫ20

ＳＫ21

ＳＫ18

ＳＫ22

ＳＫ14

ＳＫ13

ＳＫ01

ＳＢ01

ＳＫ23

ＳＫ07

ＳＫ06

ＳＫ08

ＳＫ05

ＳＫ02

ＳＫ10
ＳＫ04

ＳＫ09 ＳＫ12

ＳＫ11

ＳＸ01

ＳＫ16
ＳＫ03

ＳD05

ＳＤ02 ＳＤ01

ＳＫ15

ＳＤ04

ＳＤ03

ＳI13

ＳＩ25
ＳＩ35

ＳI15

ＳI06

撹
乱

ＳＩ26

ＳＩ27
ＳＩ24

ＳＩ20

ＳＩ04

ＳＩ18

ＳＩ29 ＳＩ19

ＳI30

ＳI22A・B

ＳI21

ＳI28

ＳI34A・B

ＳI32

ＳI14

ＳI16

ＳI33

ＳI09

ＳI17

ＳI12

ＳI08

ＳI10

ＳI07

ＳI03

ＳI02

ＳI01

ＳI11

ＳI05

ＳＫ17

P
P

ＳＫ19

撹
　
　
乱

ＳＢ03

ＳＢ02

ＳＢ04

ＳＢ05

ＳＩ︓竪穴住居跡
ＳＢ︓掘立柱建物跡
ＳＫ︓土坑
ＳＤ︓溝跡
ＳＸ︓性格不明遺構
ＳＧ︓焼土遺構

弥生時代中期

古墳時代前期

古墳時代終末期

奈良時代

平安時代

ＳＩ56

ＳＩ41

今
年
度
調
査

昨
年
度
調
査

0 10ｍ

（1/400）

0 20ｍ

（1/800）

N

ＳＩ57

ＳＩ54

ＳＩ55

ＳＩ59

ＳＩ37

ＳＩ56

ＳＩ38

ＳＩ39 ＳＩ40
ＳＩ43

ＳＩ42

ＳＩ48

ＳＩ45

ＳＩ46

ＳＩ50

ＳＩ44

ＳＩ47 

ＳＩ51

ＳＩ53

ＳＩ52

ＳK28

ＳＩ58

ＳD06

ＳK30

ＳK41

ＳK32

ＳD07

ＳD09

ＳK31

ＳD08ＳK44

ＳK43

ＳK40

ＳK34

ＳK33

ＳK26

ＳX02

ＳK29

ＳＩ36

ＳＩ49

ＳＩ56

ＳＩ41

ＳＩ57

ＳＩ54

ＳＩ55

ＳＩ59

ＳＩ37

ＳＩ56

ＳＩ38

ＳＩ39 ＳＩ40

ＳＩ43

ＳＩ42

ＳＩ48

ＳＩ45

ＳＩ46

ＳＩ50

ＳＩ44

ＳＩ47 

ＳＩ51

ＳＩ53

ＳＩ52

ＳK28

ＳＩ58

ＳD06

ＳK30

ＳK41

ＳK32

ＳD07

ＳD09

ＳK31

ＳD08

ＳK44

ＳK43

ＳK40

ＳK34

ＳK33

ＳK26

ＳX02

ＳK29

ＳＩ36

ＳＩ49

今年度調査区
遺構配置

今
年
度
調
査
中

鹿
屋
敷
遺
跡

遺
構
配
置
図

37号住居跡勾玉出土状況
36号住居跡土器出土状況

57号住居跡遺物出土状況
31号土坑炭化材出土状況

54号住居跡遺物出土状況

54号住居跡土器出土状況

49号住居跡土器出土状況

45号住居跡カマド土器出土状況
２号性格不明遺構

39号住居跡炭化材出土状況

39号住居跡遺物出土状況

１号焼土遺構


